
JP 2014-187752 A 2014.10.2

10

(57)【要約】
【課題】停止非常時に使用する外部電源と商用電源との
切替装置を手動式の簡易な構成にして新たに設置しよう
とすると、切替装置が剥き出しになるので、誤って切替
えられたり、塵埃等の侵入により意図せぬ短絡が起こっ
たりすることなどが考えられる。
【解決手段】商用電源供給ラインと外部電源供給ライン
とを切替える手動式の切替装置を分電盤２５の筺体に収
容させ、切替レバー３７をカバー体２９の窓枠から突出
させることで、保護機能を与える。
【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商用電源供給ラインと外部電源供給ラインとを切替える手動式の切替装置が分電盤の筺
体に収容されていることを特徴とする切替装置付き分電盤。
【請求項２】
　請求項１に記載した切替装置付き分電盤において、
　筺体は基台の正面側をカバーするカバー体を備えており、切替装置はこのカバー体から
手動操作部を突出させたことを特徴とする切替装置付き分電盤。
【請求項３】
　請求項１または２に記載した切替装置付き分電盤において、
　商用電源用分電盤に、外部電源との切替装置が付加されていることを特徴とする切替装
置付き分電盤。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載した切替装置付き分電盤と、発電機、ハイブリッド車
用電池、蓄電池、ソーラー電池等を外部電源とする外部電源供給ライン側に接続されたコ
ントロールボックスとを備えたことを特徴とする停電時電源切替システム。
【請求項５】
　請求項４に記載した停電時電源切替システムにおいて、
　コントロールボックスには、発電機容量を超えた場合と、非常停止ボタンを押したとき
には電源の供給をストップするストップ手段が設けられていることを特徴とする停電時電
源切替システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は停電時に商用電源供給ラインと発電機等の外部電源供給ラインとを切替える停
電時電源切替システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　地震などの非常時に電力会社から供給される商用電源が停止して電気が使用できなくな
ることがある。このような緊急時には発電機等の外部電源を使用することが考えられるが
、商用電源供給ラインに加えて外部電源供給ラインを付設する場合には、両電源供給ライ
ン間の切替装置を備えさせる必要がある。
【０００３】
　而して、上記した切替装置は、構造の簡便さから、手動で機械的に切り替える手動式が
好まれているが、この手動式の切替装置をレバー操作等の簡易な構成にして新たに設置し
ようとすると、切替装置が剥き出しになるので、誤って切替えられたり、塵埃等の侵入に
より意図せぬ短絡が起こったりすることなどが考えられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記従来の問題点に着目して為されたものであり、手動式の簡易な構成の切替
装置に保護機能を持たせることを、その目的とする。
　また、本発明は、上記した切替装置を備えた、停電時電源切替システムを提供すること
を、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、請求項１の発明は、商用電源
供給ラインと外部電源供給ラインとを切替える手動式の切替装置が分電盤の筺体に収容さ
れていることを特徴とする切替装置付き分電盤。
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【０００６】
　請求項２の発明は、請求項１に記載した切替装置付き分電盤において、筺体は基台の正
面側をカバーするカバー体を備えており、切替装置はこのカバー体から手動操作部を突出
させたことを特徴とする切替装置付き分電盤である。
【０００７】
　請求項３の発明は、請求項１または２に記載した切替装置付き分電盤において、　商用
電源用分電盤に、外部電源との切替装置が付加されていることを特徴とする切替装置付き
分電盤である。
【０００８】
　請求項４の発明は、請求項１から３のいずれかに記載した切替装置付き分電盤と、発電
機、ハイブリッド車用電池、蓄電池、ソーラー電池等を外部電源とする外部電源供給ライ
ン側に接続されたコントロールボックスとを備えたことを特徴とする停電時電源切替シス
テムである。
【０００９】
　請求項５の発明は、請求項４に記載した停電時電源切替システムにおいて、コントロー
ルボックスには、発電機容量を超えた場合と、非常停止ボタンを押したときには電源の供
給をストップするストップ手段が設けられていることを特徴とする停電時電源切替システ
ムである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の切替装置付き分電盤によれば、手動式の切替装置を保護することができる。
　また、本発明の電源切替システムによれば、簡易な構成ながら商用電源供給ラインと外
部電源供給ラインとを安全且つ簡単に切り替えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る停電時電源切替システムの全体構成図である。
【図２】図１の屋外中継ボックスの構成図である。
【図３】図１のコントロールボックスの構成図である。
【図４】図１の切替装置付き分電盤の構成図である。
【図５】図１の要部の電気的構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の実施の形態に係る停電時電源切替システム１を図面にしたがって説明する。
　図１に示すように、停電時電源切替システム１は避難所や住宅等の建物に設置されてい
る。この停電時電源切替システム１は、発電機３、屋外中継ボックス５、コントロールボ
ックス１１、切替装置付き分電盤２５、更には、ソーラー電池３９が備えられており、発
電機３とソーラー電池３９とが停電時に稼働させる外部電源となっている。発電機３は搬
送式になっており、発電機３を外部電源として使用するときには、専用ケーブル４１で屋
外中継ボックス５と連結するようになっている。
【００１３】
　屋外中継ボックス５は、発電機３からの電気を屋内に引き込むためのものである。図２
に示すように、この屋外中継ボックス５の筺体の正面には、発電機電源用表示灯７と、商
用電源用表示灯９が配設されており、対応する電源が供給されているときに、表示灯が点
灯するようになっている。
【００１４】
　コントロールボックス１１は、発電機３からの電気を安全に供給するためのものである
。図３に示すように、このコントロールボックス１１の筺体の正面には、電力モニタ１３
、商用ランプ１５、発電機ランプ１７、異常／リセットボタン１９、復帰ブザー２１、緊
急停止ボタン２３が配設されている。電力モニタ１３は発電機３からの電力供給量を表示
するものであり、商用ランプ１５は商用電源が供給されているときに点灯するものであり
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、発電機ランプ１７は発電機電源が供給されているときに点灯するものであり、異常／リ
セットボタン１９は発電機電源の供給を押下操作により再開するものであり、復帰ブザー
２１は商用電源の供給が復旧したときに鳴るものであり、緊急停止ボタン２３は発電機電
源の供給を押下操作により強制的に停止するものであり、ストップ手段としての機能を担
っている。
【００１５】
　切替装置付き分電盤２５は、特に本発明の特徴をなす部分であり、図４に示すように、
その筺体は、矩形で正面側が開口した箱状の基台２７と、基台２７の正面開口側を覆うカ
バー体２９と、カバー体２９の上側で回動自在に支持された扉３１とによって構成されて
おり、扉３１を手前側に持ち上げて開けると、カバー体２９が露出するようになっている
。
　カバー体２９には窓穴が設けられており、その窓穴を通して主幹ブレーカ３３の操作レ
バーや分岐ブレーカ３５の操作レバーが突出した状態で配列されており、さらに、外部電
源側と商用電源側との切替装置としての切替レバー３７と、発電機側とソーラー側との切
替レバー３７も同様に窓穴から突出した状態で配列されている。
【００１６】
　この切替装置付き分電盤２５は、既存の商用電源用の分電盤と交換して設置するもので
ある。
　この筺体のカバー体２９は保護板としての機能を有しており、外部の塵埃等の侵入を阻
止する。また、カバー体２９は取り外し可能になっており、取り外すことで、ケーブル部
の張替え作業も容易に行うことができる。さらに、通常時は、扉３１でカバー体２９を閉
じることで、操作レバーなどの誤操作も阻止できる。
　この筺体に、切替装置を収納し、その切替レバーを窓穴から通しておくことで、切替装
置にも、漏電ブレーカ等と同様の保護機能を与えることができる。しかも、既存の商用電
源用の分電盤と交換して設置するので、新たな設置箇所を確保する必要も無い。
【００１７】
　上記した屋外中継ボックス５、コントロールボックス１１、切替装置付き分電盤２５の
配線及び回路の構成は、図５に示すようになっている。なお、視認の便宜のために、商用
電源ＡＣと発電機３側の配線だけが示され、ソーラー電池３９側の配線は省略されている
。
　各電源供給ラインは単相三線式のＲ相、Ｓ相、Ｔ相から成っている。Ｓ相は接地されて
おり、Ｒ相－Ｓ相間とＴ相－Ｓ相間はＡＣ１００Ｖ、Ｒ相－Ｔ相間はＡＣ２００Ｖとなっ
ているが、この図では、視認の便宜のために、一相分で示している。
【００１８】
　発電機電源用の屋外中継ボックス５では、発電機電源供給ライン４３にノーヒューズブ
レーカ４５が接続され、さらに、上記した発電機電源用表示灯７（図２）への電源が供給
される。また、商用電源供給ライン４７からも分岐ラインを介して上記した商用電源用表
示灯９（図２）への電源が供給されるようになっている。
　コントロールボックス１１では、発電機電源供給ライン４３からは、電力モニタ１３お
よび発電機ランプ１７（図３）に分岐電源が供給されており、また、緊急停止ボタン２３
（図３）の押下操作と発電機容量を超えているときに、遅延開閉器６１が開いて電源供給
を停止し、異常／リセットボタン１９（図３）の押下操作により、その遅延開閉器６１が
閉じる。一方、商用電源供給ライン４７からは、商用ランプ１５および復帰ブザー２１（
図３）に分岐電源が供給されている。
【００１９】
　切替装置付き分電盤２５は、基台２７側に、商用電源用の既設盤５１と、停電時電源切
替システム盤５３と、専用分電盤５５が取付けられている。
　商用電源供給ライン４７は既設盤５１上にノーヒューズブレーカ５７が接続されており
、この先側が、停電時電源切替システム盤５３上に引き出され、そこに配設された切替装
置の切替レバー３７まで電源が供給される。



(5) JP 2014-187752 A 2014.10.2

10

20

30

40

50

　一方、発電機電源供給ライン４３は、停電時電源切替システム盤５３上で、漏電ブレー
カ５９が接続されている。さらにタイマ回路（図示省略）と遅延開閉器６１が設けられて
おり、漏電ブレーカ５９を通ってタイマ回路と遅延開閉器６１まで電源が供給され、タイ
マ回路で設定された遅延時間が経過すると、遅延開閉器６１が閉じて切替レバー３７まで
電源が供給される。
【００２０】
　切替レバー３７（図３）の操作により、発電機電源供給ライン４３と切替後電源供給ラ
イン６３との間か、或いは、商用電源供給ライン４７と切替後電源供給ライン６３との間
が択一的に接続されて導通する。
　切替後電源供給ライン６３は、専用分電盤５５上では、主幹ブレーカ（ノーヒューズブ
レーカ）３３（図４）が接続され、さらに、分岐ブレーカ３５（図４）を介して、分岐電
源供給ラインが照明やコンセントに電源供給するようになっている。
【００２１】
　上記したように、切替装置付き分電盤２５は、基台２７に、商用電源用の既設盤５１と
専用分電盤５５に加えて、外部電源である発電機電源の切替え用に停電時電源切替システ
ム盤５３を付加した形で組み立てられており、別体のコントロールボックス１１側に、発
電機電源供給ライン４３の保護用に、電力モニタ１３、商用ランプ１５、発電機ランプ１
７、異常／リセットボタン１９、復帰ブザー２１、緊急停止ボタン２３がまとめて配設さ
れているので、付設工事も容易となっている。
　なお、この停電時電源切替システム１は、外部電源の利用を開始するときには切替レバ
ー３７で切替えるが、商用電源ＡＣが復旧したときには、自動的に商用電源供給ラインに
切戻されるので、半自動式と言える。
【００２２】
　商用電源用の分電盤には、安全上の観点から設置基準が設けられているが、非常用の外
部電源に関しては現在のところ特に規制されていないが、設置するからには商用電源と同
様に保護されるべきであるが、上記したように構成することで、停電時電源切替システム
１を安全に構築することができる。
【００２３】
　以上、本発明の実施の形態について詳述してきたが、具体的構成は、これらの実施の形
態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における設計の変更などがあ
っても発明に含まれる。
　例えば、外部電源として、発電機だけでなく、ハイブリッド車用電池、蓄電池、ソーラ
ー電池等も利用できる。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本発明の停電時電源切替システムによれば、非常時に備え避難所や家屋等の商用電源が
供給されている建物に利用可能である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　…　停電時電源切替システム　　　　　３　…　発電機
　５　…　屋外中継ボックス　　　　　　　　７　…　発電機電源用表示灯
　９　…　商用電源用表示灯　　　　　　　１１　…　コントロールボックス
１３　…　電力モニタ　　　　　　　　　　１５　…　商用ランプ
１７　…　発電機ランプ　　　　　　　　　１９　…　異常／リセットボタン
２１　…　復帰ブザー　　　　　　　　　　２３　…　緊急停止ボタン
２５　…　切替装置付き分電盤　　　　　　２７　…　基台
２９　…　カバー体　　　　　　　　　　　３１　…　扉
３３　…　主幹ブレーカ　　　　　　　　　３５　…　分岐ブレーカ
３７　…　切替レバー　　　　　　　　　　３９　…　ソーラー電池
４１　…　専用ケーブル　　　　　　　　　４３　…　発電機電源供給ライン
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４５　…　ノーヒューズブレーカ　　　　　４７　…　商用電源供給ライン
５１　…　既設盤
５３　…　停止時電源切替システム盤　　　５５　…　専用分電盤
５７　…　ノーヒューズブレーカ　　　　　５９　…　漏電ブレーカ
６１　…　遅延開閉器　　　　　　　　　　６３　…　切替後電源供給ライン
ＡＣ　…　商用電源

【図１】 【図２】
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